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 ９月１４日に名古屋市で、体育大会の練習をしていた３つの中学校の生徒 

合わせて１９名が、体調不良を訴えて救急搬送されるニュースがありました。 

その時の暑さ指数が「厳重警戒」だったとのことです。 

 そこで、本校においても、今まで暑さ指数が「危険」の場合は、昼休みに運動

場で遊ぶことを禁止にしていましたが、今後は「厳重警戒」の場合でも、禁止と

したいと思います。また、体育の学習においても、いくつか共通理解を図りたい

と思います。 

 

 

※当日の朝に３時間おきの熱中症危険度予報を職員室のホワイトボードに提示 

します。途中で、警戒⇒厳重警戒や厳重警戒⇒危険に上がったときは放送を 

入れます。 

 

【厳重警戒時の注意事項】 

・体育の授業前には塩分タブレットを食べさせる。 

・運動や外遊びをするときはマスクを外させる。  

・団体演技に関してはできる限り、冷房が効く部屋で指導を行うようにする。 
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